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国際ロータリー 第 2780地区 第９グループ 

湯河原ロータリークラブ 週 報 
 

 
202４年３月２２日（金） 第２９５７回例会 形式：対面 天候：くもり 

合唱：それでこそロータリー 
 

会 長 佐藤 友彦  幹 事 櫻井 武志 

事務所：神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 566 湯河原温泉観光協会 

TEL 0465(64)1234  FAX 0465(63)1716 例会場：ニューウェルシティ湯河原 例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 

 

皆様、こんにちは。本日もお忙しい

中、例会にご出席賜りまして誠にあり

がとうございます。 

日曜日に開票されます町議会議員

選挙で連日、街中が賑やかになって

います。今回は現職３名の方が引退されますが定員１４名に対

して立候補者が２０名と激戦の様です。この町の未来を考える

上ではより多くの志ある方が立候補される事は個人的には良

いことだと思っております。 

また、関連して今回の立候補者の年代別の内訳を纏めて

みました。７０代が３人と３０代が２人、４０・５０・６０代がそれぞれ

５人となっています。当落は別として現段階では非常にバラン

スが良いかとも思っています。結果を楽しみにしつつ、当選し

た方には湯河原町をより良い方向へ導いて頂きたく期待しま

す。 

さて、続きまして先日会長、幹事会に出席して参りましたの

でご報告致します。主に２点となります。先ず１点目として次年

度は地区主導での拡大会議は開催しないとの事です。理由と

してはクラブ主導にて進めていくとの事です。そして２点目は

継続するかは未決定ですが次年度はグループが１つ増えます。

現在、第５グループが A・と Bなっていますが分離して第１０グ

ループとなるようです。 

以上、ご報告を兼ねてご挨拶に代えさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

幹事報告  

ガバナーより 

１．次年度クラブ幹事研修のご案内 

日時：５月１９日（日）１０時～１２時 

受付：９時４０分開始 

場所：第一相澤ビル８階会議室 

回答期限：４月２４日 

連絡事項  

１．次週は規定により休会となります。４月の例会は、５日高橋

県議の卓話、１２日、１９日、２６日の通常例会です。 

 

スマイルボックス 

櫻井武志君・高杉尚男君 

今週日曜日よりＳＣリビングさんにお願いさせていただき、弊

社増築工事が始まりました。７月上旬完成予定です。関係者

のみなさま宜しくお願い致します。 

石田浩二君 

本日はゆがわら万葉荘をご利用くださり有難うございます。 

佐藤友彦君 

着替えが間に合わず申し訳ございません。 

 

出席報告 ゲスト １名 ビジター ０名 

  会員 ２２名 欠席６名（免除者０名） 

  出席率 ７２．７３％ 

  前回の修正出席率 ８６．３６％ 

  前々回の修正出席率 ８６．３６％ 

  事前メークアップ ０名 

ゲスト 大橋洋巳様（株式会社ＬＩＸＩＬ営業本部中部支社静

岡営業所 主査） 

 

 

卓話 渡辺 久恭 君 

代講 株式会社 LIXIL 大橋 洋巳 様 
   

皆さまこんにちは。株式会社 LIXILの大橋と申します。よろ

しくお願いいたします。本日は住宅省エネ２０２４キャンペーン

の説明と、前年度キャンペーンＬＩＸＩＬの商品などのお話をさ

せていただきます。 

 

会長挨拶 
 

佐藤 友彦 
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・令和５年度補正予算「住宅省エネ２０２４キャンペーン」とは 

 住宅省エネ２０２４キャンペーンとは、国土交通省・経済産業

省・環境省の三省が連携する事業で、「子育てエコホーム支

援事業」「先進的窓リノベ２０２４事業」「給湯省エネ２０２４事業」

「賃貸集合給湯省エネ２０２４事業」の４つの補助事業の総称

です。４つの事業はまとめて申請（ワンストップ申請）が可能と

なっています。 

 

制度実施の背景の１つには、２０５０年カーボンニュートラル

の実現（２０３０年度の CO2 排出削減目標として、家庭部門

では２０１３年度比 66％削減が盛り込まれている）があります。

そしてもう１つの背景としてエネルギー価格の高騰があります。

２０２１年後半から続いていた電気料金の高騰は、政府による

緩和措置で一旦落ち着きをみせましたが、２０２４年は緩和措

置の終了および円安等の影響により再び値上がりに転じる見

通しです。このような状況下、家庭部門の省エネを強力に推

進することで、住宅の断熱性向上に資する改修や高効率給

湯器の導入など、住宅省エネ化が期待されます。 

 

そして今回の補助金は「窓」に多くの補助金が出ます。その

理由として ①「窓」は熱の出入りが多く、外気温の影響を受

ける大きな原因となっている ②窓の断熱性能を上げると外

気温の影響を受けづらくなり、冷暖房の効率が高まる ことが

挙げられます。つまり窓をリノベーションすることは則ち、家庭

におけるＣＯ２排出量および光熱費の削減につながります。 

前年度のキャンペーン（住宅省エネ２０２３キャンペーン）で

は、先進的窓リノベ事業において１１月末時点で約２３万戸の

窓リフォームの改修が実施されましたが、断熱性の低い戸建

住宅は１，７００万戸以上とまだ多くの潜在需要が残っています。 

 

・住宅省エネ２０２３キャンペーンで窓改修を行った方のアン

ケート結果 

 株式会社 LIXIL では住宅省エネ２０２３キャンペーンにて窓

改修のリフォームを実施された方１,７１３名を対象に、満足度

調査を行いました。その結果、窓断熱効果について「大変満

足」「満足」と回答された方は全体の９９％に及びました。 

 以降、アンケートに寄せられた感想をご紹介します。 

 

・戸建て築年数２１～２５年 

寒さが気になり、窓をリフォームしましたところお家が暖かく

快適です。合わせて玄関のリフォームを決断！玄関も断熱効

果の高い製品を選びました。出来上がりも立派で、感動です。 

 

・戸建て築年数３６～４０年 

夏の暑い日は日差しがカットされていたのか電気代がいつ

もより１５００円ほど安くなっていました。 

 

・戸建て築年数４１年以上 

断熱性がかなり高くなりエアコンの効きがよくなった。電気

代にも貢献できそうです。早くやればよかった。 

 

・マンション２１～２５年 

窓の冷気を感じた時に凄い効果がすぐに実感出来ました。

毎冬の寒さを軽減出来ると思うと今からとても嬉しいです。 

 

・マンション３６～４０年 

ここ数日で朝晩寒くなってきましたが、部屋は適温のままで

早速節電効果も感じられました。また、車の音がうるさかった

のですが、防音効果もあり夜もぐっすり眠れています。何より、

二重窓になったことで防犯対策にもなりメリットだらけです。よ

り快適な暮らしができ大変満足しております。 

 

以上、補助金を活用してリフォームを実施したユーザー様

の９９%以上の方が「満足」と答えており、寒さ・暑さ軽減や節

電・防音・防犯など多くのメリットを実感されています。 

 

・まとめと LIXIL商品について 

現在、冬に現在の住まいで寒さを感じている人が約８割い

らっしゃる中、断熱リフォームをしたことがある・検討したい人

は約１割に留まっています。つまり、多くの方は住まいの暑さ・

寒さを感じていながら解決策を知らず我慢している状態です。

今回その後押しをするのが「先進的窓リノベ事業」です。 

 

ＬＩＸＩＬでは住宅省エネ２０２４キャンペーンの対象となる商

品として、カバー工法ドア「リシェント」、内窓「インプラス」、取

替窓「リプラス」などの製品を用意しております。詳しくは

LIXILホームページなどをご確認いただければ幸いです。 

 

本日はありがとうございました。 

 


